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キ
ー
ワ
ー
ド：
豊
子 
、
縁
縁
堂
蔵
書
、
夏
目
漱
石
    近現代中国
を
代
表
す
る
知
識
人
の
一
人
豊
子 (
ほ
う
・
し
が
い
一
八
九
八
―
一
九
七
五)
の
旧
蔵
書
の
一
部
が
、
一
九
八
五
年
に
再
建
さ
れ
た
そ
の
旧
居
｢
縁
縁
堂｣
現
｢
縁
縁
堂
記
念
館｣
(
図
１
、
浙
江
省
桐
郷
市
石
門
鎮)
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
豊
子 
の
文
学
、
絵
画
、
翻
訳
な
ど
を
研
究
す
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
二
〇
〇
八
年
八
月
末
、｢
豊
子 
に
関
す
る
比
較
文
学
研
究｣
の
一
環
と
し
て
、
筆
者
は
林
素
幸
(
台
湾
樹
徳
科
技
大
学
助
理
教
授)
、
呉
衛
峰
(
東
北
公
益
文
科
大
学
准
教
授)
両
氏
と
と
も
に
、
縁
縁
堂
記
念
館
が
収
蔵
す
る
豊
子 
の
旧
蔵
書
を
調
査
し
た
。
そ
の
成
果
と
な
る
｢
縁
縁
堂
蔵
書
目
録｣
を
掲
げ
る
に
際
し
、
豊
子 
の
蔵
書
が
今
日
に
伝
わ
る
経
緯
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
蔵
書
の
意
義
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
を
踏
ま
え
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
261 文学部論叢 第100号 (2009)         ｢豊子 
の
｢
縁
縁
堂
蔵
書｣
に
つ
い
て｣
(
西
槇
偉)
付
録
｢
縁
縁
堂
蔵
書
目
録｣
(
西
槇
偉
・
林
素
幸
・
呉
衛
峰)
西
槇
偉
                    
              図１ 大運河のほとり､ 春秋時代の呉と越の国境に位置する浙江省桐郷市石門鎮にある ｢縁縁堂記念館｣｡復元された豊子 旧居の横に ｢豊子 漫画館｣ が増設され､ その一階には豊子 の人生と芸術につ
いての常設展､ 二階には企画展のための展示スペー
スがある｡ 撮影・呉衛峰
             
豊
子 
が
み
ず
か
ら
の
居
室
に
｢
縁
縁
堂｣
と
名
付
け
た
の
は
一
九
二
七
年
一
〇
月
、
と
き
に
彼
は
上
海
で
仮
住
ま
い
を
し
て
い
た
。
毛
筆
の
タ
ッ
チ
を
生
か
し
た
抒
情
漫
画
で
人
気
を
博
し
て
い
た
彼
は
、
そ
の
後
小
品
文
に
も
筆
を
染
め
、
一
九
三
一
年
に
初
の
文
集
『
縁
縁
堂
随
筆』
を
上
梓
す
る
。
翌
年
、
教
職
を
辞
し
た
彼
は
創
作
や
翻
訳
に
専
念
し
、
翌
々
年
の
一
九
三
三
年
故
郷
石
門
湾
に
念
願
の
新
居
を
建
て
、
文
人
豊
子 
の
理
想
の
住
居
｢
縁
縁
堂｣
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
縁
縁
堂
で
の
充
実
し
た
文
筆
生
活
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
。
日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
一
一
月
、
石
門
湾
が
空
爆
さ
れ
、
戦
火
が
及
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
豊
子 
一
家
は
縁
縁
堂
を
放
棄
し
、
疎
開
の
船
に
乗
っ
た
。
そ
の
後
、
縁
縁
堂
は
や
が
て
戦
火
を
免
れ
ず
、
蔵
書
の
ほ
と
ん
ど
が
灰
燼
に
帰
し
た
。
縁
縁
堂
の
蔵
書
を
振
り
返
り
、
豊
子 
は
後
に
こ
う
書
い
て
い
る
。
床
に
タ
イ
ル
を
敷
き
詰
め
た
西
側
の
部
屋
は
わ
た
し
の
書
斎
で
、
数
千
巻
の
書
籍
を
棚
に
並
べ
て
い
た
。(
中
略)
二
階
に
あ
が
り
、
前
方
の
部
屋
は
わ
た
し
と
子
ど
も
二
人
の
寝
室
で
、
そ
こ
に
も
書
物
は
数
千
巻
あ
っ
た
。
同
じ
く
二
階
の
西
側
の
部
屋
は
仏
堂
で
、
四
方
の
壁
は
経
典
ば
か
り
で
あ
っ
た
(
注
１)
。
漫
画
と
小
品
文
の
制
作
だ
け
で
な
く
、
西
洋
美
術
や
音
楽
の
啓
蒙
者
と
し
て
も
多
く
の
著
作
や
翻
訳
を
公
刊
し
て
い
た
豊
子 
は
、
実
に
豊
富
な
蔵
書
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
彼
は
李
叔
同
(
一
八
八
〇
―
一
九
四
二
、
一
九
一
八
年
に
出
家)
に
私
淑
し
、
仏
教
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
蔵
書
に
多
く
の
仏
典
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
頷
け
る
。
書
物
の
中
身
に
つ
い
て
、
豊
子 
が
も
う
少
し
詳
し
く
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
(
縁
縁
堂
を
指
す
引
用
者
注)
に
は
わ
た
し
の
蔵
書
が
あ
り
、
全
部
で
一
、
二
万
巻
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
音
楽
、
美
術
、
文
学
、
宗
教
、
教
育
な
ど
の
分
野
に
わ
た
り
、
中
文
、
英
文
、
日
本
語
な
ど
言
語
も
様
々
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
貴
重
な
絵
画
や
、
わ
た
し
が
教
わ
っ
た
弘
一
法
師
が
出
家
の
際
記
念
に
く
れ
た
書
物
や
記
念
品
も
あ
っ
た
(
注
２)
。
失
っ
た
蔵
書
ゆ
え
、
そ
の
数
を
概
数
で
し
か
表
せ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
蔵
書
こ
そ
、
彼
の
多
分
野
に
お
け
る
活
躍
を
支
え
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
戦
後
す
ぐ
再
入
手
で
き
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
れ
ば
、
戦
争
が
豊
子
 
の
文
化
活
動
に
与
え
た
打
撃
は
想
像
に
あ
ま
り
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
知
的
体
系
の
形
成
を
知
ろ
う
と
す
る
今
日
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
資
料
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
            
戦
後
、
豊
子 
は
ふ
た
た
び
そ
の
蔵
書
を
増
や
し
て
い
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
一
九
七
五
年
に
没
す
る
と
、
そ
の
多
く
は
子
女
の
手
に
渡
り
、
三
十
年
以
上
経
っ
た
今
日
そ
の
目
録
作
り
は
至
難
の
業
と
い
え
る
。
幸
い
、
豊
子
 
の
末
娘
の
豊
一
吟
(
一
九
二
九
―)
氏
は
、
父
親
の
旧
蔵
書
を
一
部
縁
縁
堂
記
念
館
に
寄
贈
し
、
わ
た
し
た
ち
は
そ
れ
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
作
成
し
た
｢
縁
縁
堂
蔵
書
目
録｣
は
主
に
そ
れ
に
基
づ
く
。
実
に
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
糸
口
と
な
り
う
る
、
豊
子 
旧
蔵
書
の
重
要
性
を
強
調
す
る
た
め
に
も
、
こ
こ
で
初
歩
的
な
考
察
を
行
な
い
た
い
。
(
１)
日
本
留
学
時(
一
九
二
一)
に
購
入
し
た
ド
イ
ツ
語
教
材
豊
子 
は
一
九
二
一
年
春
か
ら
十
ヶ
月
ほ
ど
日
本
に
留
学
し
、
同
年
末
帰
国
し
た
。
彼
が
ど
の
よ
う
な
書
物
を
携
え
て
帰
っ
た
の
か
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
縁
縁
堂
記
念
館
が
所
蔵
す
る
、
独
逸
語
学
雑
誌
西 槇 偉 262
社
編
『
独
文
読
本
巻
一
講
義』
(
精
華
書
院
、
大
正
二
年
(
一
九
一
三)
四
月
初
版
、
大
正
一
〇
年
(
一
九
二
一)
六
月
第
一
一
版)
は
注
目
に
値
す
る
(
図
２)
。
同
書
表
紙
の
見
返
し
上
方
に
鉛
筆
で
｢1921
8
13
     ｣
と
あ
り
(
図
３)
、
ま
た
百
三
ペ
ー
ジ
に
も
｢
十
年
九
月
十
八
熟
読｣
と
の
鉛
筆
メ
モ
が
あ
る
。｢
十
年｣
と
は
民
国
の
｢
十
年｣
で
、
｢
一
九
二
一
年｣
に
相
当
し
、
同
書
は
東
京
滞
在
中
に
購
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
表
紙
の
裏
側
の
見
返
し
に
は
毛
筆
に
よ
る
人
物
頭
部
の
小
さ
な
墨
画
が
貼
り
つ
け
ら
れ
、｢1959.3.30        ｣
と
の
添
え
書
き
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
持
ち
主
に
と
っ
て
特
別
な
一
冊
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
書
き
込
み
が
多
く
、
豊
子 
が
東
京
で
熱
心
に
こ
の
ド
イ
ツ
語
リ
ー
ダ
ー
を
用
い
て
学
習
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
購
入
し
て
一
ヶ
月
あ
ま
り
で
、
二
四
三
ペ
ー
ジ
の
教
材
の
大
半
を
｢
熟
読｣
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
ド
イ
ツ
語
学
習
熱
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
ほ
か
、
独
逸
語
学
会
発
行
『
独
逸
語
独
修』
(
大
正
九
年
(
一
九
二
〇)
六
月
初
版
、
同
年
一
二
月
第
四
版)
や
年
岡
長
汀
訳
注
『
独
和
対
訳
グ
リ
ム
十
五
童
話』
(
南
江
堂
、
一
九
二
〇
年)
も
同
じ
く
縁
縁
堂
記
念
館
所
蔵
に
あ
り
、
書
き
込
み
や
刊
行
年
な
ど
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
二
冊
も
豊
子 
み
ず
か
ら
東
京
で
購
入
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
豊
子 
の
三
男
豊
新
枚
(
一
九
三
八
―
二
〇
〇
五)
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
に
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
著
、
上
村
静
淵
訳
注
『
独
和
対
訳
初
恋』
(
南
山
堂
、
大
正
二
年
(
一
九
一
三)
一
一
月
初
版
、
大
正
九
年
(
一
九
二
〇)
五
月
第
四
版)
も
、
豊
子 
が
留
学
か
ら
持
ち
帰
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
書
に
見
ら
れ
る
多
く
の
書
き
込
み
は
豊
新
枚
に
よ
る
も
の
だ
と
豊
一
吟
氏
は
語
る
が
、
一
九
二
二
年
豊
子 
は
日
本
か
ら
帰
国
直
後
英
和
対
訳
『
初
恋』
を
も
と
に
中
国
語
訳
を
し
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
同
書
の
入
手
は
留
学
中
あ
る
い
は
帰
国
直
後
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
上
記
四
冊
ほ
ど
の
ド
イ
ツ
語
学
習
書
は
い
ず
れ
も
薄
い
冊
子
で
、
疎
開
の
際
携
帯
す
る
に
軽
便
の
た
め
、
戦
火
を
免
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
滞
在
中
の
ド
イ
ツ
語
学
習
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
、
こ
れ
ら
の
教
材
類
の
存
在
が
豊
子 
の
新
た
な
側
面
を
映
し
出
す
も
の
と
し
て
資
料
的
な
価
値
は
き
わ
め
て
高
い
。
(
２)
｢
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書｣
と｢
商
務
印
書
館
英
漢
対
照
名
家
小
説
選｣
縁
縁
堂
記
念
館
所
蔵
の
豊
子 
旧
蔵
書
の
う
ち
、
英
和
対
訳
あ
る
い
は
英
漢
対
訳
の
リ
ー
ダ
ー
が
多
く
含
ま
れ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
豊
子 
は
こ
う
し
た
独
学
｢豊子 の ｢縁縁堂蔵書｣ について｣ (西槇偉) 付録 ｢縁縁堂蔵書目録｣ (西槇偉・林素幸・呉衛峰)263
図３ 同教材の表紙裏､ 鉛筆の筆跡は｢1921 8 13 Tokio｣
と読める｡ 撮影・西槇偉
図２ 1921年､ 豊子 が東京留学中に購入したドイツ語
教材､ 撮影・西槇偉
用
の
対
訳
文
学
作
品
を
好
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。｢
日
本
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
英
和
対
訳
叢
書
が
あ
り
、
左
ペ
ー
ジ
が
英
文
で
、
右
ペ
ー
ジ
が
日
本
語
で
、
下
方
に
語
注
が
施
し
て
あ
る
。
わ
た
し
は
そ
う
し
た
叢
書
に
か
な
り
恩
恵
を
蒙
っ
た｣ (注
３)
と
、
豊
子 
が
語
学
習
得
体
験
と
し
て
語
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
さ
ら
に
彼
は         
と
夏
目
漱
石
の
名
を
上
げ
て
、
そ
の
作
品
を
｢
熟
読｣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
学
の
み
で
な
く
文
学
へ
の
理
解
も
得
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
現
存
す
る
英
和
対
訳
本
に
は
｢
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書｣
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。              
原
作
、
左
右
田
実
訳
注
『                      
幼
年
詩
園』
(
研
究
社
、
一
九
三
〇
年
九
月
発
行
、
一
九
三
三
年
五
月
第
三
版
。
(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書))
に
見
え
る
、｢
二
六
年
九
月
四
日
読
完
(
一
九
三
七
年
九
月
四
日
読
了)｣
と
い
う
書
き
込
み
や
図
書
の
刊
行
年
か
ら
、
同
叢
書
の
入
手
は
日
中
戦
争
の
開
始
よ
り
も
前
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
対
訳
本
は
戦
前
の
｢
縁
縁
堂
蔵
書｣
な
の
で
あ
る
。
す
で
に
日
本
軍
の
上
海
攻
略
が
始
ま
り
、
石
門
湾
上
空
に
も
日
本
空
軍
機
が
飛
来
し
て
い
た
頃
、
豊
子 
は
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
購
入
し
て
間
も
な
い
(
一
九
三
六
年
一
一
月
刊
行
の
も
の
も
あ
り)
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
、
疎
開
先
ま
で
携
え
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
ほ
か
に
、                   
著
、
平
田
喜
一
訳
注
『        
ピ
イ
タ
ア
・
パ
ン』
(
研
究
社
、
一
九
三
〇
年
三
月
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書))
に
は
｢
二
六
年
一
〇
月
一
五
日
読
畢
(
一
九
三
七
年
一
〇
月
一
五
日
読
了)｣
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
こ
の
一
ヵ
月
後
に
彼
は
故
郷
と
縁
縁
堂
を
後
に
避
難
の
旅
に
出
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、                   
著
、
青
木
常
雄
訳
注
『                   
伝
記
物
語』
(
研
究
社
、
一
九
二
九
年
一
〇
月
発
行
、
一
九
三
五
年
八
月
第
一
一
版
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書))
や
、
              
著
、
大
橋
栄
三
訳
注
『          
ポ
ー
短
篇
集』
(
研
究
社
、
一
九
二
九
年
一
月
発
行
、
一
九
三
六
年
九
月
第
二
一
版
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書))
、
そ
し
て                   
著
、
村
上
貢
訳
注
『              
驚
異
の
物
語』
(
研
究
社
、
一
九
二
九
年
一
月
発
行
、
一
九
三
三
年
八
月
第
六
版
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書))
な
ど
も
書
き
込
み
な
ど
か
ら
判
断
し
、
相
当
読
み
進
ん
だ
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。
同
叢
書
所
収
の              
著
、
荻
原
恭
平
訳
注
『       
怪
談』
(
研
究
社
、
一
九
三
〇
年
三
月
発
行
、
一
九
三
六
年
八
月
第
二
〇
版)
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
も
興
味
を
ひ
く
。
書
き
込
み
こ
そ
な
い
が
、
表
紙
カ
バ
ー
は
な
く
な
り
、
本
の
状
態
か
ら
よ
く
読
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
豊
子 
は
ハ
ー
ン
の
『                
虫
の
文
学』
(
大
谷
正
信
訳
注
、
小
泉
八
雲
文
集
第
四
編
、
北
星
堂
、
一
九
二
一
年
三
月)
と
『             
海
の
文
学』
(
大
谷
正
信
訳
注
、
小
泉
八
雲
文
集
第
六
編
、
北
星
堂
、
一
九
二
一
年
七
月)
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
前
者
か
ら
影
響
を
受
け
、
複
数
の
小
品
文
を
創
作
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
(
注
４)
、
彼
が
ハ
ー
ン
の
著
書
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
事
実
な
の
だ
。
豊
子 
が
読
了
し
た              
著
、
左
右
田
実
訳
注
『        
              
幼
年
詩
園』
が
偶
然
現
存
す
る
が
、
彼
が
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
注
目
し
た
の
は
も
っ
と
早
い
は
ず
だ
。
漱
石
と
と
も
に
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
を
｢
も
っ
と
も
熟
読
し
た
材
料｣
だ
と
回
想
し
た
の
は
一
九
三
〇
年
の
末
で
あ
り
、
彼
は
『
自
殺
ク
ラ
ブ』
を
訳
注
し
た
こ
と
も
あ
る
(
注
５)
。
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
が
豊
子 
の
愛
好
し
た
作
家
と
な
る
が
、
両
者
の
文
学
に
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
漱
石
文
学
が
豊
子 
に
重
大
な
衝
撃
を
波
及
し
た
こ
と
は
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
(
注
６)
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
と
の
関
わ
り
は
豊
子 
研
究
の
課
題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
五
四
以
後
中
国
新
文
学
の
旗
手
の
一
人
で
あ
っ
た
豊
子 
に
お
け
る
外
国
文
学
受
容
の
様
相
が
究
明
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
そ
の
際
英
和
対
訳
文
学
書
の
存
在
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
早
く
か
ら
そ
れ
に
着
眼
し
、
そ
こ
か
ら
｢
少
な
か
ら
ぬ
恩
恵
を
蒙
っ
た｣
か
ら
だ
。
英
和
対
訳
『
初
恋』
を
も
と
に
、
英
漢
対
訳
『
初
恋』
(
上
海
開
明
書
店
、
一
九
三
一
年)
を
著
し
た
と
い
う
だ
け
西 槇 偉 264
で
な
く
、
対
訳
叢
書
に
含
ま
れ
る
文
学
作
品
が
彼
の
創
作
に
さ
ま
ざ
ま
な
烙
印
を
残
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
元
来
語
学
教
材
で
あ
っ
た
英
和
対
訳
叢
書
は
、
豊
子 
に
と
っ
て
よ
い
文
学
作
品
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
も
語
学
教
材
と
し
て
そ
れ
を
用
い
た
。               
著
、
福
原
麟
太
郎
訳
注
『             
な
る
ほ
ど
物
語』
(
研
究
社
、
一
九
二
九
年
一
月
発
行
、
一
九
三
〇
年
九
月
再
版
。
(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書))
の
表
紙
に
、｢
二
六
年
四
月
一
二
起
陳
宝
日
修
毎
日
至
少
一
五
頁
(
一
九
三
七
年
四
月
一
二
日
よ
り
陳
宝
の
日
課
と
し
て
毎
日
少
な
く
と
も
一
五
頁)｣
と
の
書
付
が
あ
り
、
豊
子 
は
長
女
の
教
科
書
と
し
て
同
書
を
指
定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
書
に
は
、
豊
陳
宝
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
単
語
調
べ
な
ど
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
英
和
対
訳
叢
書
の
中
か
ら
豊
子 
ま
た
は
そ
の
子
女
に
読
ま
れ
た
も
の
は
多
い
。
一
方
商
務
印
書
館
が
刊
行
し
た
｢
英
漢
対
照
名
家
小
説
選｣
の
ほ
う
は
、
書
き
込
み
は
う
ん
と
少
な
い
。
そ
れ
ら
の
刊
行
年
は
一
九
三
〇
年
代
半
ば
だ
が
、
購
入
の
時
期
は
人
民
共
和
国
成
立
後
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
裏
表
紙
に
は
｢
特
価
人
民
幣
１
０
０
０
元｣
な
ど
と
記
し
た
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
建
国
後
、
豊
子 
は
ロ
シ
ア
文
学
、
日
本
文
学
の
翻
訳
に
精
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
(
３)
豊
子 
と『
漱
石
全
集』
縁
縁
堂
記
念
館
所
蔵
｢
豊
子 
旧
蔵
書｣
の
う
ち
の
『
漱
石
全
集』
に
つ
い
て
、
筆
者
は
別
稿
で
簡
略
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
に
図
版
を
三
枚
載
せ
た
(
注
７)
。
豊
子 
と
漱
石
文
学
の
関
わ
り
を
検
証
す
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
資
料
ゆ
え
、
こ
こ
で
豊
子 
と
『
漱
石
全
集』
、
そ
し
て
縁
縁
堂
記
念
館
所
蔵
の
『
漱
石
全
集』
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
紹
介
し
た
い
。
現
存
す
る
『
漱
石
全
集』
は
戦
後
豊
子 
が
再
入
手
し
た
も
の
で
、
戦
前
彼
は
す
で
に
『
漱
石
全
集』
を
所
蔵
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
彼
は
一
九
三
五
年
雑
誌
『
人
間
世』
の
新
年
特
集
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
一
九
三
四
年
の
愛
読
書
と
し
て
『
漱
石
全
集』
を
挙
げ
た
か
ら
で
あ
る
(
注
８)
。
こ
の
全
集
は
疎
開
に
携
帯
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ず
、
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
の
全
集
の
購
入
時
期
に
つ
い
て
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
推
論
す
る
。
一
九
二
六
年
、
豊
子 
が
｢
法
味｣
を
創
作
し
発
表
す
る
が
、
こ
の
小
説
の
前
半
が
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
｢
初
秋
の
一
日｣
は
単
行
本
未
収
録
で
『
漱
石
全
集』
に
初
め
て
収
め
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
た
め
、
こ
の
時
点
で
豊
子 
は
少
な
く
と
も
そ
れ
を
収
録
し
た
『
漱
石
全
集』
第
九
巻
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
『
漱
石
全
集』
に
は
二
つ
の
版
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
豊
子 
が
入
手
し
て
い
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
彼
が
ど
こ
で
そ
れ
を
購
入
し
た
の
か
と
い
え
ば
、
留
学
先
の
東
京
ま
た
は
上
海
の
内
山
書
店
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
漱
石
文
学
の
影
響
が
顕
著
に
現
わ
れ
る
時
期
が
一
九
二
六
年
以
降
ゆ
え
、
後
者
の
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
の
は
豊
子 
に
と
っ
て
二
セ
ッ
ト
目
の
『
漱
石
全
集』
で
あ
る
。
そ
の
購
入
は
上
海
の
内
山
書
店
に
お
い
て
で
、
時
期
も
ほ
ぼ
確
定
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
書
店
主
内
山
完
造
(
一
八
八
五
―
一
九
五
九)
が
そ
の
間
の
事
情
を
書
き
残
し
た
か
ら
で
あ
る
。
内
山
は
魯
迅
を
は
じ
め
近
代
中
国
の
知
識
人
の
多
く
と
親
交
を
結
び
、
豊
子 
と
も
親
し
か
っ
た
。
戦
後
、
疎
開
地
か
ら
杭
州
に
戻
っ
た
豊
子 
は
彼
を
訪
ね
、『
漱
石
全
集』
を
求
め
た
。
そ
の
一
部
始
終
を
内
山
は
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。
彼
が
建
国
後
に
上
海
を
再
訪
し
、
豊
子 
な
ど
と
再
会
し
た
こ
と
を
記
し
た
｢
豊
子 
先
生｣
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
(
前
略)
豊
子 
先
生
に
は
私
は
忘
れ
ら
れ
な
い
感
謝
が
あ
る
。
そ
れ
は
終
戦
の
翌
年
四
月
か
ら
、
私
は
千
愛
里
の
住
宅
を
引
き
上
げ
て
呉
淞
路
義
豊
里
の
一
六
五
号
と
い
う
、
か
つ
て
私
が
初
め
て
世
帯
持
ち
し
た
家
に
移
り
住
ん
で
、
亜
東
協
会
会
長
賀
耀
祖
、
副
会
長
彭
学
沛
両
先
生
の
依
嘱
を
受
け
て
協
会
図
書
館
用
の
日
本
書
籍
を
集
収
し
て
居
っ
た
。
あ
る
日
一
人
の
娘
さ
ん
を
｢豊子 の ｢縁縁堂蔵書｣ について｣ (西槇偉) 付録 ｢縁縁堂蔵書目録｣ (西槇偉・林素幸・呉衛峰)265
伴
れ
て
豊
子 
先
生
が
来
ら
れ
て
｢
内
山
さ
ん
、『
漱
石
全
集』
は
あ
り
ま
せ
ん
か｣
と
聞
か
れ
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
三
冊
欠
本
の
十
七
冊
の
物
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
事
を
つ
げ
る
と
、
先
生
は
｢
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
。
も
し
欠
本
の
補
充
が
出
来
た
ら
送
っ
て
下
さ
い
。
い
く
ら
で
す
か｣
と
い
わ
れ
た
の
で
私
は
Ｃ
Ｎ
Ｃ
の
十
七
万
元
に
し
て
置
き
ま
す
と
い
う
と
先
生
は
｢
安
い
で
す
ね
、
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う｣
と
自
分
で
提
げ
て
帰
ら
れ
た
。
む
ろ
ん
お
金
も
下
さ
っ
た
し
、
そ
の
後
の
こ
と
に
つ
い
て
も
｢
内
山
さ
ん
帰
り
な
さ
ん
な
、
上
海
に
居
り
な
さ
い
。
友
達
も
沢
山
居
る
か
ら
生
活
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
居
り
な
さ
い｣
と
も
い
う
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
今
も
覚
え
て
居
る
が
、
そ
の
後
欠
本
の
一
冊
が
出
て
来
た
の
で
早
速
石
門
湾
の
先
生
の
お
家
へ
郵
送
し
た
。
そ
し
て
代
金
は
一
冊
一
万
元
と
書
い
て
置
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
数
日
後
に
先
生
か
ら
書
留
郵
便
が
来
た
の
で
、
一
万
元
送
っ
て
下
さ
っ
た
の
だ
と
封
を
切
っ
て
見
た
処
郵
便
為
替
十
万
元
と
手
紙
が
あ
る
の
で
、
見
る
と
、
こ
れ
は
し
た
り
内
山
さ
ん
、
漱
石
全
集
の
欠
本
一
冊
受
け
取
り
ま
し
た
。
あ
の
全
集
は
あ
ま
り
安
す
ぎ
ま
す
か
ら
、
こ
こ
に
十
万
元
送
り
ま
す
か
ら
ど
う
か
受
け
と
っ
て
下
さ
い
。
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
の
に
は
私
は
び
っ
く
り
し
た
が
、
然
し
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
(
注
９)
。
や
や
長
め
の
引
用
と
な
っ
た
が
、『
漱
石
全
集』
を
め
ぐ
っ
て
、
豊
子 
と
内
山
完
造
の
間
に
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
の
だ
。
十
倍
も
の
代
金
を
支
払
っ
た
の
は
、
敗
戦
国
の
国
民
と
し
て
上
海
で
書
店
を
営
む
自
分
へ
の
同
情
か
ら
だ
と
考
え
た
内
山
は
感
涙
に
む
せ
ぶ
の
で
あ
る
が
、
豊
子 
と
し
て
は
旧
友
と
も
い
う
べ
き
『
漱
石
全
集』
に
再
会
で
き
た
喜
び
か
ら
、
逆
に
感
謝
を
表
そ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
事
実
関
係
を
た
だ
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
内
山
の
文
脈
か
ら
豊
子 
が
『
漱
石
全
集』
を
求
め
に
来
た
の
は
一
九
四
六
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
と
読
め
る
が
、
そ
の
頃
彼
は
ま
だ
重
慶
で
帰
還
の
船
を
待
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
上
海
の
ほ
う
に
帰
っ
て
く
る
の
は
九
月
に
な
っ
て
か
ら
だ
。
同
年
秋
、
上
海
で
個
展
を
開
い
た
豊
子 
は
、
展
覧
会
を
見
に
来
た
内
山
と
再
会
す
る
。
こ
の
こ
と
は
内
山
の
回
想
文
に
も
見
え
、
全
集
購
入
時
の
対
面
は
展
覧
会
の
と
き
以
来
だ
と
内
山
も
認
め
る
の
で
、
一
九
四
七
年
春
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
(
注 )
。
な
お
、
内
山
が
い
う
と
こ
ろ
の
欠
本
の
冊
数
が
正
確
で
あ
れ
ば
、
豊
子 
は
全
二
〇
巻
の
う
ち
一
八
巻
を
手
に
し
た
こ
と
に
な
る
。
縁
縁
堂
記
念
館
に
一
四
巻
の
み
残
る
の
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
四
巻
散
逸
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
今
後
追
跡
調
査
す
る
と
し
、
残
る
一
四
巻
の
状
況
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
一
四
巻
の
収
録
内
容
と
刊
行
年
を
列
記
し
て
お
く
(
発
行
は
漱
石
全
集
刊
行
会)
。
第
三
巻
、
短
編
小
説
集
下
巻
、
草
枕
、
野
分
、
一
九
二
九
年
五
月
第
四
巻
、
虞
美
人
草
、
坑
夫
、
一
九
二
八
年
四
月
第
七
巻
、
彼
岸
過
迄
、
一
九
二
八
年
一
〇
月
第
八
巻
、
行
人
、
一
九
二
九
年
三
月
第
九
巻
、
心
、
道
草
、
一
九
二
八
年
第
一
〇
巻
、
明
暗
、
一
九
二
九
年
九
月
第
一
一
巻
、
文
学
論
、
一
九
二
八
年
一
一
月
第
一
二
巻
、
文
学
評
論
、
一
九
二
九
年
六
月
第
一
三
巻
、
小
品
、
一
九
二
八
年
五
月
第
一
四
巻
、
評
論
雑
篇
、
一
九
二
九
年
二
月
第
一
七
巻
、
日
記
及
断
片
、 
刊
行
年
月
未
詳 
第
一
八
巻
、
書
簡
集
、
一
九
二
八
年
九
月
第
一
九
巻
、
続
書
簡
集
、
一
九
二
九
年
四
月
第
二
〇
巻
、
別
冊
、
一
九
二
九
年
八
月
こ
の
う
ち
第
七
巻
、
第
二
〇
巻
に
前
所
有
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
蔵
書
印
が
見
ら
れ
(
第
七
巻
に
｢
三
好
蔵
書｣
、
第
二
〇
巻
に
｢
廖
一
雄
蔵
書｣)
、
同
全
集
は
古
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
筆
跡
な
ど
か
ら
豊
子 
以
外
の
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書
き
込
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
書
き
込
み
が
あ
る
の
は
、
第
三
巻
、
第
七
巻
、
第
八
巻
、
第
九
巻
、
第
一
〇
巻
、
第
一
三
巻
で
あ
る
。｢1956.8.31
読
畢
(
読
了)｣
と
の
メ
モ
書
き
が
見
え
る
巻
(
第
八
巻)
も
あ
り
、
豊
子 
は
漱
石
の
主
要
小
説
に
ほ
と
ん
ど
目
を
通
し
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
中
で
も
、
注
目
し
た
い
の
は
第
三
、
九
、
一
〇
、
一
三
巻
で
あ
る
。
第
三
巻
所
収
『
草
枕』
の
扉
ペ
ー
ジ
に
｢
豊
子 ｣
と
い
う
印
が
端
整
に
押
さ
れ
、
第
九
巻
に
も
｢
豊
子 
居
日
月
楼｣
と
の
印
が
あ
る
。
彼
は
特
に
こ
の
二
巻
を
重
視
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
第
一
三
巻
に
は
印
は
押
さ
れ
て
い
な
い
が
、
扉
ペ
ー
ジ
に
は
万
年
筆
で
｢1867-1927｣
と
大
き
く
書
か
れ
た
筆
跡
が
見
え
る
。
こ
れ
は
漱
石
の
生
没
年
を
豊
子 
が
覚
え
違
い
を
し
た
形
で
書
い
た
の
だ
ろ
う
。
生
年
は
正
し
く
、
没
年
が
｢1927｣
と
な
っ
た
の
は
、
正
し
く
は
｢1916｣
と
な
る
と
こ
ろ
の
｢16｣
が
豊
子 
の
記
憶
の
中
で
い
つ
の
間
に
｢
民
国
16
年｣
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
勘
違
い
を
し
た
ま
ま
の
メ
モ
書
き
は
、
別
の
辞
書
の
扉
ペ
ー
ジ
に
も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
(
図
４)
。
そ
こ
に
は
竹
久
夢
二
の
生
没
年
も
並
べ
て
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
二
人
は
彼
の
文
学
と
絵
画
に
と
っ
て
と
り
わ
け
重
要
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、『
草
枕』
を
豊
子
 
は
一
九
五
六
年
に
翻
訳
し
、
一
九
五
八
年
六
月
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
刊
行
し
た
。
彼
は
『
草
枕』
を
愛
好
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
感
化
を
受
け
た
こ
と
は
別
稿
で
論
じ
た
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
注 )
こ
こ
で
豊
子 
手
沢
本
『
漱
石
全
集』
第
三
巻
の
状
態
と
書
き
込
み
な
ど
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
述
べ
た
い
。
第
三
巻
は
カ
バ
ー
が
本
体
か
ら
外
れ
か
か
っ
て
お
り
、
他
の
巻
に
比
べ
て
書
籍
が
著
し
く
疲
弊
し
て
い
る
。
晩
年
に
な
っ
て
、
豊
子 
が
再
度
『
草
枕』
を
翻
訳
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
巻
の
使
用
頻
度
が
高
く
、
そ
れ
で
本
が
傷
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
草
枕』
扉
ペ
ー
ジ
に
押
印
が
あ
る
ほ
か
、
後
方
見
返
し
に
豊
子 
自
筆
の
漫
画
が
貼
り
付
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
特
色
で
あ
る
(
図
５)
。
獅
子
頭
を
黒
色
ペ
ン
で
ス
ケ
ッ
チ
し
、
後
方
に
双
蝶
の
形
を
先
に
つ
け
た
枝
状
の
も
の
が
置
か
れ
て
い
る
。
獅
子
舞
の
｢
蝶
の
舞｣
に
使
わ
れ
る
も
の
で
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
か
れ
、
線
が
簡
潔
で
力
強
い
。
ま
た
巻
末
見
返
し
前
の
ペ
ー
ジ
に
日
誌
風
の
メ
モ
が
鉛
筆
で
書
き
付
け
て
あ
る
(
図
６)
。
日
付
と
曜
日
の
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
に
判
読
で
き
る
情
報
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
一
九
六
九
年
一
一
月
一
五
日
(
土
曜)
か
ら
二
二
日
ま
で
の
週
間
日
記
メ
モ
と
も
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
一
一
月
一
五
日
に
、
豊
子 
が
三
男
豊
新
枚
に
与
え
た
書
簡
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
と
照
合
す
る
と
や
や
疑
問
が
残
り
、
即
断
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
判
読
で
き
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
豊
子 
は
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
治
療
を
受
け
て
い
た
よ
う
だ
。
｢豊子 の ｢縁縁堂蔵書｣ について｣ (西槇偉) 付録 ｢縁縁堂蔵書目録｣ (西槇偉・林素幸・呉衛峰)267
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第
三
巻
本
文
へ
の
書
き
込
み
や
傍
線
は
多
い
。
書
き
込
み
の
多
く
は
、
翻
訳
の
際
の
メ
モ
と
思
わ
れ
、
本
文
へ
の
批
評
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
傍
線
の
引
き
方
を
見
れ
ば
、
豊
子 
が
作
品
の
ど
こ
に
共
感
を
覚
え
た
か
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
傍
線
部
は
豊
子 
の
『
草
枕』
理
解
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
次
は
第
一
三
巻
。
こ
の
巻
は
『
永
日
小
品』
『
満
韓
と
こ
ろ 
』
『
思
ひ
出
す
事
な
ど』
『
硝
子
戸
の
中』
な
ど
、
漱
石
の
小
品
文
、
連
作
小
品
集
を
収
め
る
。
豊
子 
の
書
き
込
み
は
多
く
な
い
も
の
の
、
赤
い
丸
印
や
傍
線
は
か
な
り
見
ら
れ
る
。
印
象
的
な
書
き
込
み
と
し
て
は
、｢
文
鳥｣
タ
イ
ト
ル
の
下
方
に
｢
芙
蓉｣
と
い
う
鉛
筆
書
き
の
二
文
字
が
挙
げ
ら
れ
る
(
一
三
ペ
ー
ジ)
。
ほ
か
に
単
語
調
べ
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
は
｢
元
旦｣
｢
過
去
の
匂
ひ｣
｢
霧｣
｢
ケ
ー
ベ
ル
先
生｣
で
あ
り
、
表
題
上
方
に
赤
い
丸
印
が
付
け
て
あ
る
の
は
｢
暖
か
い
夢｣
｢
モ
ナ
リ
サ｣
｢
金｣
｢
変
化｣
｢
ク
レ
イ
グ
先
生｣
｢
手
紙｣
で
あ
る
。
豊
子 
は
漱
石
の
小
品
文
に
創
作
の
材
源
を
い
ろ
い
ろ
得
た
と
思
わ
れ
、
赤
丸
つ
き
の
作
品
し
か
読
ま
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
い
。
晩
年
に
彼
は
赤
丸
を
つ
け
た
作
品
を
再
度
｢
熟
読｣
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
思
ひ
出
す
事
な
ど』
に
は
傍
線
が
数
箇
所
、『
硝
子
戸
の
中』
に
も
赤
い
傍
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
連
作
随
筆
、
特
に
後
者
は
豊
子 
が
文
学
創
作
を
開
始
し
、
小
品
文
を
発
表
し
始
め
た
頃
に
す
で
に
参
照
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ゆ
え
、
晩
年
に
ま
た
読
み
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
の
最
後
の
随
筆
集
『
縁
縁
堂
続
筆』
は
過
去
の
体
験
を
回
想
し
た
こ
と
を
中
心
に
し
た
連
作
小
品
群
だ
が
、
『
硝
子
戸
の
中』
と
つ
き
合
わ
せ
て
読
む
と
、
非
常
に
興
味
深
い
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
第
三
巻
所
収
『
草
枕』
、
あ
る
い
は
第
一
三
巻
所
収
の
数
々
の
小
品
文
に
は
｢
読
了｣
と
い
っ
た
メ
モ
書
き
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
豊
子 
が
長
年
か
け
て
何
度
も
読
ん
で
き
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
一
三
巻
も
本
の
綴
じ
方
が
緩
く
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
本
の
状
態
も
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
特
筆
す
べ
き
は
第
九
巻
と
第
一
〇
巻
。
第
九
巻
扉
ペ
ー
ジ
に
｢
豊
子 
居
日
月
楼｣
と
の
印
が
あ
る
こ
と
は
述
べ
た
が
、『
道
草』
の
冒
頭
、
同
書
二
五
五
ペ
ー
ジ
に
｢
毎
面580
字
260
頁
共15
万｣
と
あ
る
メ
モ
書
き
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、｢
ペ
ー
ジ
五
八
〇
字
、
二
六
〇
ペ
ー
ジ
で
一
五
万
字｣
と
い
う
意
味
だ
が
、
そ
れ
は
翻
訳
計
画
が
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
と
き
に
豊
子 
が
計
算
を
し
て
み
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
翻
訳
の
際
、
47
字
×
17
行
で
一
ペ
ー
ジ
７
９
９
字
の
日
本
語
原
文
は
中
文
五
八
〇
字
と
な
り
、
全
体
で
一
五
万
字
と
な
る
計
算
で
あ
る
。
翻
訳
に
か
か
る
時
間
を
は
か
る
た
め
に
も
、
発
表
す
る
媒
体
を
探
す
た
め
に
も
作
品
の
規
模
を
示
す
総
字
数
が
必
要
だ
。
結
局
、
計
画
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
漱
石
晩
年
の
作
品
『
道
草』
を
豊
子 
が
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
そ
れ
に
よ
っ
て
う
か
が
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。
第
一
〇
巻
は
漱
石
最
晩
年
の
未
完
作
品
『
明
暗』
を
収
め
、
豊
子 
に
よ
る
書
き
込
み
や
傍
線
は
相
当
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
こ
の
卷
の
扉
ペ
ー
ジ
に
豊
子 
は
『
縮
約
日
本
文
学
大
辞
典』
(
藤
村
作
編
、
新
潮
社
、
一
九
五
五
年
一
月)
か
ら
｢
夏
目
漱
石｣
の
項
目
を
中
国
語
に
訳
し
て
、
抜
書
き
を
し
た
も
の
が
目
を
引
く
。
青
の
イ
ン
ク
で
三
項
目
に
分
け
て
書
か
れ
、『
明
暗』
と
い
う
書
名
が
現
れ
た
と
こ
ろ
に
赤
の
傍
線
が
付
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
豊
子 
は
こ
こ
で
改
め
て
漱
石
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の
生
涯
と
作
品
『
明
暗』
の
定
評
を
文
学
辞
典
で
確
か
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
作
品
へ
の
理
解
を
助
け
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
翻
訳
の
意
欲
が
彼
に
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
(
４)
｢
文
学｣
と｢
絵
画｣
豊
子 
は
小
品
文
と
漫
画
を
創
作
活
動
の
中
心
と
し
、
文
学
と
絵
画
は
彼
に
お
い
て
決
し
て
無
関
係
で
は
な
く
、
互
い
に
関
わ
り
あ
う
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
今
後
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
残
る
彼
の
蔵
書
に
も
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
豊
子 
漫
画
の
図
像
来
源
を
探
り
、
竹
久
夢
二
、
北
沢
楽
天
、
岡
本
一
平
な
ど
の
日
本
の
画
家
、
あ
る
い
は
ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
レ
ー
、
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
な
ど
西
洋
の
画
家
と
の
関
わ
り
を
検
証
し
て
き
た
が
、
彼
の
漫
画
は
文
学
テ
キ
ス
ト
と
も
強
い
関
連
を
も
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
表
れ
と
し
て
、
彼
に
は
古
典
詩
文
を
画
題
ま
た
は
素
材
と
す
る
作
品
が
多
く
、
そ
こ
で
文
学
と
絵
画
が
結
び
つ
く
わ
け
だ
が
、
そ
の
結
び
つ
く
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
す
れ
ば
、
豊
子 
絵
画
の
も
う
一
つ
の
特
色
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
豊
新
枚
蔵
『
歴
朝
名
人
詞
選』
は
、
豊
子 
に
よ
る
朱
筆
の
圏
点
が
多
く
見
ら
れ
、
頁
上
方
欄
外
に
｢
描｣
｢
画｣
と
い
っ
た
書
き
込
み
も
多
々
あ
る
(
図
７)
。
圏
点
を
し
た
と
こ
ろ
に
注
目
す
れ
ば
、
実
際
画
題
に
使
用
さ
れ
た
詩
句
も
あ
り
、
豊
子 
の
絵
画
制
作
を
考
え
る
う
え
で
、
非
常
に
重
要
な
テ
キ
ス
ト
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
今
回
の
調
査
で
『
護
生
画
集』
と
関
連
の
深
い
書
物
を
発
見
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
同
画
集
に
は
古
典
説
話
に
取
材
し
た
絵
画
が
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
古
典
説
話
な
ど
の
典
拠
と
な
る
書
物
は
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
両
般
秋
雨 』
(
豊
新
枚
蔵)
、『
広
四
十
家
小
説』
(
呉
浩
然
蔵)
や
『
説
苑』
(
葉
瑜 
蔵)
に
は
赤
丸
印
の
横
に
｢
護
生｣
と
い
う
書
き
込
み
は
複
数
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
果
た
し
て
描
か
れ
た
の
か
、
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
画
材
と
な
る
テ
キ
ス
ト
の
選
択
、
テ
キ
ス
ト
に
基
い
た
視
覚
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
な
ど
、
豊
子 
の
絵
画
創
作
の
プ
ロ
セ
ス
を
う
か
が
う
格
好
の
資
料
に
な
る
だ
ろ
う
。
(
５)
豊
子 
晩
年
の
文
学
創
作
と
読
書
豊
子 
は
晩
年
に
連
作
小
品
群
『
縁
縁
堂
続
筆』
を
残
し
た
。
そ
の
創
作
に
先
立
ち
、
彼
は
中
国
古
典
を
口
語
訳
し
た
文
集
『
旧
聞
選
訳』
(
未
刊)
を
編
ん
だ
。
両
作
品
集
の
制
作
時
期
が
接
近
し
て
お
り
、
評
価
の
高
い
『
縁
縁
堂
続
筆』
の
研
究
に
は
、『
旧
聞
選
訳』
は
必
見
の
文
献
で
あ
ろ
う
。
洗
練
さ
れ
た
文
体
、
作
品
の
主
題
な
ど
、『
縁
縁
堂
続
筆』
と
中
国
古
典
文
学
は
い
か
な
る
関
連
が
あ
る
の
か
、
興
味
が
持
た
れ
る
。
『
旧
聞
選
訳』
に
材
料
を
供
給
し
た
書
物
を
旧
蔵
書
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
『
説
苑』
の
表
紙
に
は
赤
鉛
筆
で
丸
印
が
記
さ
れ
、｢
已
摘
訳
(
す
で
に
選
ん
で
訳
し
た)｣
と
い
う
文
字
も
見
え
る
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
ば
、
多
く
の
丸
印
と
、
丸
印
に
鉛
筆
で
斜
線
を
ひ
い
た
記
号
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
号
に
つ
い
て
、｢
直
線
表
示
已
訳
(
直
線
は
す
で
に
訳
し
た
こ
と
を
示
す)｣
と
、
豊
子 
本
人
の
筆
跡
に
よ
る
書
き
込
み
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
『
説
苑』
に
目
を
通
し
、
興
味
の
あ
｢豊子 の ｢縁縁堂蔵書｣ について｣ (西槇偉) 付録 ｢縁縁堂蔵書目録｣ (西槇偉・林素幸・呉衛峰)269
図７ 豊子 旧蔵 『歴朝名人詞選』 ２
冊､ 上海掃葉山房､ 1928年石印
より､ 同書の現所有者は豊新枚
の子息｡ 頁の上方余白に ｢描｣
｢擬人｣ といった､ 豊子 によ
る朱筆の書き込みがある｡ ｢描｣
の下方にみえる ｢無言独上西楼｣
は画題として用いられた (『子 漫画』 開明書店､ 1926年１月
初版所収)｡撮影・林素幸
る
と
こ
ろ
に
印
を
つ
け
て
か
ら
、
ふ
た
た
び
口
語
訳
作
業
を
行
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
記
号
を
見
て
い
け
ば
、
既
訳
は
一
八
箇
所
に
の
ぼ
る
。
こ
の
ほ
か
、『
古
今
説
林』
第
一
冊
、
第
三
冊
表
紙
に
も
｢
已
摘
訳｣
と
の
文
字
が
書
か
れ
、
卷
中
に
赤
い
丸
印
が
多
く
見
ら
れ
た
。
『
縁
縁
堂
続
筆』
の
創
作
に
題
材
を
添
え
た
書
物
に
、『
幼
学
句
解』
が
あ
る
。
豊
子 
は
晩
年
の
書
簡
で
、
こ
の
書
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
『
縁
縁
堂
続
筆』
の
執
筆
中
あ
る
い
は
執
筆
後
の
時
期
で
あ
る
。
現
存
『
幼
学
句
解』
は
一
冊
の
み
、
毛
筆
、
万
年
筆
に
よ
る
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
ペ
ー
ジ
の
上
方
に
万
年
筆
で
｢
牛
女｣
と
大
き
く
書
い
た
筆
跡
が
あ
り
、
そ
れ
は
『
縁
縁
堂
続
筆』
第
三
節
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
残
さ
れ
た
蔵
書
は
豊
子 
晩
年
の
読
書
歴
を
よ
く
示
し
、
そ
の
う
え
彼
の
文
学
作
品
を
解
読
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
も
な
る
の
だ
。
見
て
き
た
よ
う
に
、｢
縁
縁
堂
蔵
書｣
に
よ
っ
て
、
留
学
時
代
か
ら
晩
年
に
い
た
る
ま
で
の
豊
子 
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
は
自
分
の
関
心
か
ら
、
彼
の
日
本
留
学
、
西
洋
文
学
や
日
本
文
学
理
解
、
絵
画
と
文
学
の
関
連
な
ど
に
留
意
し
、
紹
介
と
初
歩
的
な
考
察
を
試
み
た
。
視
点
を
変
え
れ
ば
、
こ
の
蔵
書
が
ま
た
異
な
る
問
題
を
解
決
す
る
鍵
に
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
豊
子 
が
『
源
氏
物
語』
を
翻
訳
し
た
際
に
使
用
し
た
参
考
書
な
ど
が
現
存
す
る
が
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
翻
訳
の
底
本
を
つ
き
と
め
、
彼
の
『
源
氏
物
語』
理
解
に
照
明
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
｢
父
が
な
く
な
っ
て
か
ら
、
兄
弟
や
姉
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
書
物
を
持
っ
て
い
っ
た
後
に
残
っ
た
の
が
こ
れ
ら
の
本｣
だ
と
、
豊
一
吟
氏
は
縁
縁
堂
記
念
館
に
寄
贈
し
た
蔵
書
に
つ
い
て
語
る
よ
う
に
、
今
回
調
査
し
た
の
は
豊
子 
旧
蔵
書
の
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
と
は
い
え
、
本
目
録
を
｢
縁
縁
堂
蔵
書
目
録｣
と
し
た
の
は
、
豊
子 
旧
蔵
書
の
重
要
性
を
訴
え
る
た
め
で
あ
り
、
今
後
増
補
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
豊
子 
旧
蔵
書
は
、
豊
子 
研
究
だ
け
で
な
く
、
近
代
中
国
文
化
史
、
日
中
文
化
交
流
史
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
領
域
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
と
な
る
に
違
い
な
い
。
 (１)
豊
子 ｢
還
我
縁
縁
堂｣
『
文
芸
陣
地』
第
一
巻
二
期
、
一
九
三
八
年
五
月
一
日
、
こ
こ
で
は
『
豊
子 
文
集』
文
学
巻
二
、
浙
江
教
育
出
版
社
・
浙
江
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
二
年
六
月
、
五
四
ペ
ー
ジ
。
(
２)
豊
子 ｢
控
訴
日
本
罪
行｣
『
新
聞
日
報』
一
九
五
一
年
三
月
三
日
、『
豊
子 
文
集』
に
は
未
収
録
。
(
３)
豊
子 ｢
我
的
苦
学
経
験｣
『
中
学
生』
第
一
一
号
、
一
九
三
一
年
一
月
一
日
、
こ
こ
で
は
『
豊
子 
文
集』
文
学
巻
一
、
浙
江
教
育
出
版
社
・
浙
江
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
二
年
六
月
、
八
五
ペ
ー
ジ
。
(
４)
『                
虫
の
文
学』
所
収
｢
草
雲
雀｣
｢
蟻｣
｢
蝿
物
語｣
と
豊
子
 
の
小
品
｢
蝌
蚪｣
｢
清
晨｣
｢
蜜
蜂｣
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
拙
論
①
｢
響
き
合
う
テ
キ
ス
ト
豊
子 
と
漱
石
、
ハ
ー
ン｣
『
日
本
研
究』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
、
第
三
三
集
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
②
｢
ア
リ
へ
の
賛
歌
豊
子 ｢
清
晨｣
と
ハ
ー
ン
｢
ア
リ｣｣
田
中
雄
次
、
福
澤
清
編
『
現
代
に
生
き
る
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン』
熊
本
出
版
文
化
会
館
、
二
〇
〇
七
年
三
月
所
収
、
③
｢
自
己
神
話
的
文
学
の
背
景
豊
子 ｢
蜜
蜂｣
と
ハ
ー
ン
｢
蝿
物
語｣｣
平
川 
弘
編
『
講
座
小
泉
八
雲』
新
曜
社
、
近
刊
所
収
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
５)
同
書
は
上
海
開
明
書
店
よ
り
、
一
九
三
二
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
(
６)
豊
子 
文
学
に
対
す
る
夏
目
漱
石
の
影
響
に
触
れ
た
先
行
研
究
に
は
、
陳
星
｢
知
我
者
、
其
唯
夏
目
漱
石
乎
？
(
わ
れ
を
知
る
者
、
た
だ
夏
目
漱
石
の
み
か)｣
『
走
向
世
界
文
学
中
国
現
代
作
家
与
外
国
文
学』
(
曽
逸
編
、
湖
南
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
六
年)
、
楊
暁
文
｢
豊
子 
に
お
け
る
夏
目
漱
石
像｣
『
豊
子 
研
究』
(
東
方
書
店
、
一
九
九
八
年)
な
ど
が
あ
る
。
最
近
、
両
者
の
作
品
を
読
み
比
べ
、
西 槇 偉 270
表
現
技
法
、
主
題
の
異
同
を
検
討
し
な
が
ら
、
テ
キ
ス
ト
間
の
共
鳴
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
拙
論
が
あ
る
。
注
(
４)
に
挙
げ
た
拙
論
①
の
ほ
か
、｢
響
き
合
う
テ
キ
ス
ト
(
二)
豊
子 
の
｢
帯
点
笑
容
(
ち
ょ
っ
と
笑
っ
て
く
だ
さ
い)｣
と
漱
石
の
『
硝
子
戸
の
中』
(
二)｣
『
日
本
研
究』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
、
第
三
四
集
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
及
び
｢
響
き
合
う
テ
キ
ス
ト
(
三)
異
国
の
師
の
面
影
―
―
豊
子 
の
｢
林
先
生｣
と
漱
石
の
｢
ク
レ
イ
グ
先
生｣
、
魯
迅
の
｢
藤
野
先
生｣｣
『
日
本
研
究』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
、
第
三
六
集
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
が
あ
る
。
(
７)
拙
論
｢
桃
源
の
理
髪
店
豊
子 
と
『
草
枕』｣
『
文
学
部
論
叢』
熊
本
大
学
文
学
部
紀
要
、
第
九
八
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
。
(
８)
豊
子 
は
小
品
文
半
月
刊
誌
『
人
間
世』
一
九
三
五
年
新
年
号
特
集
｢
一
九
三
四
年
我
所
愛
読
的
書
籍
(
一
九
三
四
年
私
の
愛
読
書)｣
ア
ン
ケ
ー
ト
に
｢
板
垣
鷹
穂
各
種
芸
術
論
、
漱
石
全
集
、
楽
府
詩
集｣
と
答
え
て
い
る
。
第
十
九
期
、
一
九
三
五
年
一
月
五
日
、
良
友
図
書
印
刷
有
限
公
司
、
六
七
ペ
ー
ジ
。
(
９)
内
山
完
造
｢
豊
子 
先
生｣
初
出
未
詳
、
一
九
五
六
年
執
筆
、
内
山
著
『
花
甲
録』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
九
月
第
一
刷
、
一
九
八
一
年
九
月
第
五
刷
、
三
九
八
ペ
ー
ジ
。
( )
豊
子 
晩
年
の
弟
子
の
胡
治
均
に
は
、
一
九
四
七
年
春
上
海
で
初
め
て
豊
に
対
面
し
た
と
き
の
こ
と
を
回
想
し
た
未
刊
原
稿
｢
振
華
旅
館｣
(
豊
一
吟
氏
蔵)
が
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
豊
子 
が
滞
在
す
る
ホ
テ
ル
の
窓
近
く
の
テ
ー
ブ
ル
に
、｢『
夏
目マ
漱
石
全マ
集』
、
梅
蘭
芳
の
名
刺
、
白
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
く
っ
き
り
し
た
拓
本
が
整
然
と
置
か
れ
て
い
た｣
と
記
し
て
い
る
。『
豊
子 
年
譜』
(
盛
興
軍
主
編
、
青
島
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年)
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
七
年
三
月
豊
子 
は
上
海
で
梅
蘭
芳
の
公
演
を
見
、
そ
し
て
梅
と
会
い
、
一
緒
に
記
念
写
真
も
と
っ
た
。
よ
っ
て
、
名
刺
が
こ
の
時
に
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
横
に
置
か
れ
て
い
た
『
漱
石
全
集』
の
入
手
時
期
は
間
違
い
な
く
一
九
四
七
年
三
月
と
な
る
。
( )
注
(
７)
に
掲
げ
た
拙
論
を
参
照
。
       
西
槇
偉
林
素
幸
呉
衛
峰
縁
縁
堂
記
念
館
蔵
日
本
語
図
書
ア
ト
リ
エ
社
編
『
ル
ノ
ア
ー
ル
画
集』
ア
ト
リ
エ
社
、
一
九
二
九
年
一
一
月
荒
正
人
ほ
か
著
『
昭
和
文
学
史』
上
巻
、
角
川
文
庫
、
一
九
五
六
年
四
月
伊
藤
左
千
夫
『
左
千
夫
歌
集』
岩
波
文
庫
、
一
九
二
八
年
七
月
発
行
、
一
九
四
三
年
一
二
月
第
一
六
刷
エ
ド
モ
ン
ド
・
デ
・
ア
ミ
ー
チ
ス
著
、
三
浦
修
吾
訳
『
愛
の
学
校』
誠
文
堂
、
一
九
二
二
年
二
月
二
六
日
発
行
、
一
九
三
三
年
四
月
一
〇
日
六
〇
版
大
島
宗
治
『
独
逸
語
独
修』
独
逸
語
学
会
発
行
、
一
九
一
九
年
三
月
序
文
、
一
九
二
〇
年
六
月
初
版
、
同
年
一
二
月
四
版
尾
崎
士
郎
訳
『
太
平
記』
日
本
国
民
文
学
全
集
十
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
五
六
年
一
一
月
岡
倉
由
三
郎
編
『
僕
の
英
語
辞
典』
研
究
社
、
一
九
三
三
年
九
月
片
岡
良
一
、
小
田
切
秀
雄
編
集
『
講
座
日
本
近
代
文
学
史』
全
五
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
五
六
〜
五
七
年
金
子
元
臣
『
定
本
源
氏
物
語
新
解』
上
中
下
三
冊
、
明
治
書
院
、
上
は
一
九
二
五
年
九
月
発
行
、
一
九
五
六
年
一
一
月
、
三
七
版
、
中
は
一
九
三
〇
年
三
月
発
行
、
一
九
五
二
年
七
月
、
三
〇
版
、
下
は
一
九
三
〇
年
三
月
発
行
、
一
九
五
六
年
一
一
月
、
一
四
版
、
扉
頁
に
｢
石
門
豊
氏｣
の
印
が
あ
る
。
金
沢
庄
三
郎
『
広
辞
林』
三
省
堂
、
序
文
一
九
三
四
年
三
月
、[
奥
付
な
し]
川
端
康
成
ほ
か
訳
『
王
朝
物
語
集』
日
本
国
民
文
学
全
集
五
、[
刊
行
年
月
未
詳]
[
一
九
五
六
年
か]
北
村
季
吟
原
註
、
猪
熊
夏
樹
補
註
、
有
川
武
彦
校
訂
『
増
注
源
氏
物
語
湖
月
抄』
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上
、
弘
文
社
、
一
九
二
七
年
九
月
初
版
、
一
九
三
三
年
三
月
五
版
北
村
季
吟
原
註
、
猪
熊
夏
樹
補
註
、
有
川
武
彦
校
訂
『
増
注
源
氏
物
語
湖
月
抄』
中
、
弘
文
社
、
一
九
二
八
年
四
月
初
版
、
一
九
三
三
年
三
月
八
版
北
村
季
吟
原
註
、
猪
熊
夏
樹
補
註
、
有
川
武
彦
校
訂
『
増
注
源
氏
物
語
湖
月
抄』
下
、
弘
文
社
、
一
九
二
八
年
一
〇
月
初
版
、
一
九
三
三
年
三
月
六
版
グ
リ
ム
兄
弟
著
、
年
岡
長
汀
訳
注
『
独
和
対
訳
グ
リ
ム
十
五
童
話』
一
九
一
四
年
六
月
訳
者
序
、
南
江
堂
、
一
九
二
〇
年
黒
田
朋
信
『
芸
術
概
論』
弘
文
堂
書
店
、
一
九
二
四
年
六
月
桑
原
武
夫
編
『
岩
波
小
辞
典
西
洋
文
学』
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
九
月
ザ
ー
リ
ス
著
、
藤
原
肇
訳
『
ギ
リ
シ
ヤ
芸
術』
森
北
書
店
、
一
九
四
三
年
九
月
西
行
著
、
佐
々
木
信
綱
校
訂
『
山
家
集』
岩
波
文
庫
、
一
九
四
二
年
五
月
佐
藤
春
夫
訳
『
徒
然
草
・
方
丈
記』
現
代
語
訳
国
文
学
全
集
第
一
九
巻
、
非
凡
閣
、
一
九
三
七
年
四
月
三
省
堂
編
輯
所
編
『                       』
三
省
堂
、
一
九
二
五
年
九
月
初
版
、
一
九
三
四
年
九
月
改
訂
八
〇
版
新
村
出
編
纂
『
言
苑』
博
文
館
、
一
九
三
八
年
二
月
一
九
日
発
行
、
一
九
三
八
年
五
月
一
〇
日
第
三
〇
版
竹
久
夢
二
『
出
帆』
龍
星
閣
、
一
九
七
二
年
八
月
独
逸
語
学
雑
誌
社
編
『
独
文
読
本
巻
一
講
義』
精
華
書
院
、
一
九
一
三
年
四
月
初
版
、
一
九
二
一
年
六
月
一
一
版
徳
栄
寺
義
渓
述
、
大
久
保
一
枝
補
『
譬
喩
因
縁
妙
辨
百
題』
顕
道
書
院
、
一
九
一
五
年
一
一
月
初
版
、
一
九
二
五
年
一
〇
月
第
六
版
夏
目
漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る』
下
、
岩
波
文
庫
、
一
九
三
八
年
三
月
第
一
刷
、
一
九
五
六
年
六
月
、
第
一
九
刷
夏
目
漱
石
『
漱
石
全
集』
全
二
〇
巻
、
こ
の
う
ち
第
一
、
二
、
五
、
六
、
一
五
、
一
六
巻
は
な
く
、
計
一
四
巻
、
漱
石
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
八
〜
二
九
年
日
本
漫
画
会
編
『
漫
画
講
座』
第
二
、
三
、
四
巻
、
建
設
社
、
一
九
三
四
年
久
松
潜
一
、
山
岸
徳
平
監
修
『
源
氏
物
語』
日
本
文
学
大
系
、
第
四
〜
六
巻
、
上
中
下
三
冊
、
風
間
書
房
、
一
九
五
五
年
二
〜
三
月
発
行
藤
岡
作
太
郎
『
近
世
絵
画
史』
創
元
社
、
一
九
四
一
年
九
月
初
版
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
第
三
版
藤
原
道
綱
母
著
、
喜
多
義
勇
校
訂
『
蜻
蛉
日
記』
岩
波
文
庫
、
一
九
四
二
年
一
一
月三
浦
白
水
著
『
独
和
対
訳
散
文
詩』
南
山
堂
書
店
、
一
九
一
三
年
一
二
月
発
行
、
一
九
一
七
年
二
版
武
者
小
路
実
篤
『
維
摩
経』
日
本
評
論
社
、
一
九
四
二
年
六
月
第
一
刷
、
一
九
四
三
年
三
月
第
二
刷
室
生
犀
星
ほ
か
訳
『
王
朝
日
記
随
筆
集』
日
本
国
民
文
学
全
集
七
、
一
九
五
六
年
二
月
初
版
、
同
年
五
月
第
三
版
モ
ロ
オ
・
ヴ
オ
チ
エ
ー
著
、
大
森
啓
助
訳
『
絵
画』
[
奥
付
な
し]
(
春
鳥
会
、
一
九
四
二
年)
山
本
忠
雄
『
文
体
論
―
―
方
法
と
問
題』
賢
文
館
、
一
九
四
〇
年
五
月
初
版
、
一
九
四
〇
年
八
月
第
三
版
与
謝
野
晶
子
訳
『
源
氏
物
語』
日
本
国
民
文
学
全
集
三
、
上
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
五
八
年
七
月
与
謝
野
晶
子
訳
『
源
氏
物
語』
日
本
国
民
文
学
全
集
四
、
下
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
五
七
年
三
月
柳
亭
種
彦
『
偐
紫
田
舎
源
氏』
第
一
〜
六
編
、
一
冊
、
大
川
屋
書
店
、
一
九
一
一
年
六
月
。(
十
銭
文
庫)
老
舎
著
、
内
山
嘉
吉
翻
訳
改
編
『
童
話
劇
宝
船
四
幕
七
場』
脚
本
、
一
九
六
三
年
和
田
芳
実
『
石
川
啄
木
其
生
涯
と
芸
術』
三
芳
屋
書
店
、
一
九
三
七
年
二
月
初
版
、
一
九
三
九
年
一
月
第
一
五
版
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中
文
図
書(
書
名
中
国
語
音
順)
徐 
編
『
詞
苑
叢
談』
下
、
万
有
文
庫
第
二
集
七
百
種
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
年
六
月
安
東
諾
娃
等
著
『
徳
累
斯
頓
絵
画
陳
列
館』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
五
六
年『
東
周
列
国
志』
奥
付
に
は
｢
全
書
二
冊
、
新
文
化
書
社｣
と
あ
る
が
、
出
版
年
月
記
載
な
し
。
朱
太
忙
序
文
は
一
九
三
三
年
七
月
。
四
冊
に
製
本
し
な
お
し
た
も
の
が
現
存
。
二
十
五
史
刊
行
委
員
会
編
著
『
二
十
五
史』
一
九
三
四
年
九
月
序
文
、
上
海
開
明
書
店
二
十
五
史
刊
行
委
員
会
編
著
『
二
十
五
史
人
名
索
引』
上
海
開
明
書
店
、
一
九
三
五
年
一
二
月
初
版
葉
慧
暁
校
『
孔
子
集
語
集
解』
広
益
書
局
、
一
九
三
六
年
四
月
朱
益
明
標
点
、
惟
公
校
閲
『
孔
子
家
語』
大
達
図
書
供
応
社
刊
、
一
九
三
四
年
一
二
月
再
版
レ
ー
ニ
ン
著
、
訳
者
未
詳
『
列
寧
文
選』
全
二
巻
、
莫
斯
科
(
モ
ス
ク
ワ)
外
国
文
書
籍
出
版
局
、
一
九
五
〇
年
中
国
人
民
対
外
文
化
協
会
『
麦
綏
莱
勒
画
展』
同
協
会
主
催
の
展
覧
会
図
録
、
一
九
五
八
年
魯
迅
『
吶
喊』
一
九
二
二
年
一
二
月
序
、[
奥
付
な
し]
、[
一
九
三
八
年
五
月
六
日
、
広
州
よ
り
銭
君 
が
漢
口
に
疎
開
中
の
豊
子 
へ
送
っ
た
も
の
、
豊
子 
の
題
辞
が
あ
る]
李
清
照
ほ
か
著
『
漱
玉
詞
得
全
居
士
詞
陽
春
集
澹
菴
長
短
句』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
年
六
月
呉
承
恩
『
西
遊
記』
二
冊
、
啓
智
書
局
、[
奥
付
な
し]
、[
一
九
三
五
年
三
月
版
か]宋
某
撰
『
新
編
分
門
古
今
類
事』
一
、
二
、
三
冊
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
年
六
月
初
版
『
袖
珍
古
書
読
本
大
学
中
庸』
冊
一
、[
奥
付
な
し]
『
袖
珍
古
書
読
本
論
語』
冊
三
、[
奥
付
な
し]
『
袖
珍
古
書
読
本
孟
子』
冊
五
、
六
、[
奥
付
な
し]
英
文
図
書
                                                               
                        
研
究
社
、
一
九
二
一
年
一
二
月
初
版
、
一
九
三
五
年
一
月
第
八
版
                                                          
       
研
究
社
、
一
九
二
二
年
五
月
初
版
、
一
九
三
五
年
一
月
第
八
版
                                                                
       
[
奥
付
な
し]
                                                                
                                     
                                                             
      
(                  ) 
英
訳
六
祖
壇
経
、
大
法
倫
書
局
、[
奥
付
な
し]
英
漢
対
訳
図
書
                
著
、
伍
光
建
選
訳
『                        
妥
木
瑣
耶
爾
的
冒
険
事』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
六
月
初
版
。(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
                 
著
、
伍
光
建
選
訳
『                    
末
了
的
摩
希
干
人』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
。(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
              
著
、
伍
光
建
選
訳
『                              
妥
木
宗
斯』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
。(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
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              
著
、
伍
光
建
選
訳
『          
紅
百
合
花』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
。(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
            
著
、
伍
光
建
選
訳
『                              
啓
示
録
的
四
騎
士』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
一
月
版
。(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
             
著
、
伍
光
建
選
訳
『          
尼
勒
斯
莱
尼』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
。(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
               
著
、
伍
光
建
選
訳
『               
希
爾
和
特』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
。(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
              
著
、
伍
光
建
選
訳
『          
大
街』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
。(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
           
著
、
伍
光
建
選
訳
『                     
羅
馬
英
雄
里
因
済』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
。(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
               
著
、
伍
光
建
選
訳
『     
泰
丕』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
九
月
初
版
、
同
年
一
〇
月
再
版
。(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
              
著
、
伍
光
建
選
訳
『                 
伽
利
華
遊
記』
商
務
印
書
館
、
選
訳
者
に
よ
る
｢
作
者
伝
略｣
は
一
九
三
三
年
、[
奥
付
な
し]
(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
                   
著
、
呉
致
覚
訳
述
『
英
漢
対
照
愛
情
名
劇      
謙
屈
拉』
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
二
三
年
一
一
月
初
版
、
一
九
三
〇
年
三
月
第
三
版
              
著
、
伍
光
建
選
訳
『                       
顕
理
埃
斯
曼
特』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
七
月
初
版
、
同
年
一
〇
月
三
版
。(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
             
著
、
伍
光
建
選
訳
『     
金
奈』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
。
(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
        
著
、
伍
光
建
選
訳
『       
甘
地
特』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
。
(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
          
著
、
伍
光
建
選
訳
『           
安
維
洛
尼
伽』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
。(
英
漢
対
照
名
家
小
説
選)
           
著
、
桂
裕
、
徐
名
驥
訳
述
『      
莎
楽
美』
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
二
四
年
一
一
月
初
版
、
一
九
三
四
年
八
月
国
難
後
第
二
版
英
和
、
独
和
、
英
独
対
訳
図
書
                   
平
田
喜
一
訳
注
『        
ピ
イ
タ
ア
・
パ
ン』
研
究
社
、
一
九
三
〇
年
三
月
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
                      
著
、
清
水
繁
訳
注
『                
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
コ
ー
ス』
研
究
社
、
一
九
三
一
年
一
二
月
発
行
、
一
九
三
三
年
一
〇
月
第
五
版
、
本
書
は
二
冊
あ
る
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
            
著
、
平
田
喜
一
訳
注
『                            
             
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
他
一
篇』
研
究
社
、
一
九
三
三
年
九
月
。
(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
            
著
、
平
田
喜
一
訳
注
『                        
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
初
代
の
伯
爵
夫
人』
研
究
社
、
一
九
三
四
年
一
二
月
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
                   
著
、
青
木
常
雄
訳
注『                   
伝
記
物
語』
研
究
社
、
一
九
二
九
年
一
〇
月
発
行
、
一
九
三
五
年
八
月
第
一
一
版
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
              
著
、
荻
原
恭
平
訳
注
『       
怪
談』
研
究
社
、
一
九
三
〇
年
三
月
発
行
、
一
九
三
六
年
八
月
第
二
〇
版
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
            
著
、
小
野
秀
雄
訳
『
独
和
対
訳
幽
霊』
南
山
堂
、
一
九
一
三
年
六
月
初
版
、
一
九
二
〇
年
一
〇
月
第
三
版
。
                
著
、
武
井
亮
吉
訳
注
『         
希
臘
英
雄
伝』
研
究
社
、
一
九
二
九
年
一
月
発
行
、
一
九
三
六
年
九
月
第
一
二
版
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
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                
著
、
佐
伯
有
三
訳
注
『               
水
の
子
等』
研
究
社
、
一
九
二
九
年
一
〇
月
版
、
一
九
三
二
年
四
月
三
版
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
               
著
、
福
原
麟
太
郎
訳
注
『             
な
る
ほ
ど
物
語』
研
究
社
、
一
九
二
九
年
一
月
発
行
、
一
九
三
〇
年
九
月
再
版
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
              
著
、
舟
橋
雄
訳
注『                                 
漂
泊
人
種
の
血』
研
究
社
、
一
九
三
〇
年
九
月
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
              
著
、
大
橋
栄
三
訳
注
『          
ポ
ー
短
篇
集』
研
究
社
、
一
九
二
九
年
一
月
発
行
、
一
九
三
六
年
九
月
第
二
一
版
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
              
原
作
、
左
右
田
実
訳
注
『                      
幼
年
詩
園』
研
究
社
、
一
九
三
〇
年
九
月
発
行
、
一
九
三
三
年
五
月
第
三
版
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
               －                                         －   －      
梅
本
誠
一
訳
注
『                        
現
代
短
篇
集』
研
究
社
、
一
九
三
三
年
一
一
月
発
行
、
一
九
三
六
年
八
月
第
三
版
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
                   
著
、
村
上
貢
訳
注
『             
驚
異
の
物
語』
研
究
社
、
一
九
二
九
年
一
月
発
行
、
一
九
三
三
年
八
月
第
六
版
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
           
著
、
佐
伯
有
三
訳
注
『                      
漁
夫
と
そ
の
魂』
研
究
社
、
一
九
二
九
年
一
月
発
行
、
一
九
三
六
年
一
一
月
第
九
版
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
          
著
、
佐
伯
有
三
訳
注
『           
黒
檀
の
函』
研
究
社
、
一
九
三
三
年
一
月
。(
研
究
社
英
文
訳
注
叢
書)
豊
新
枚
(
豊
子 
の
子
息
、
二
〇
〇
五
年
没)
旧
蔵
陳
廷 
著
『
白
雨
斎
詞
話』
開
明
書
店
、[
奥
付
な
し]
陶
楽
勤
編
『
両
般
秋
雨 』
全
二
冊
、
上
海
大
中
書
局
、
一
九
三
二
年
一
月
               
著
、
上
村
静
淵
訳
『
独
和
対
訳          
初
恋』
南
山
堂
、
一
九
一
三
年
一
一
月
初
版
、
一
九
二
〇
年
五
月
第
四
版
『
歴
朝
名
人
詞
選』
二
冊
、
上
海
掃
葉
山
房
、
一
九
二
八
年
石
印
詩
集
抄
本
一
冊
、[『
宋
千
首
絶
句』
上
下
二
冊
『
歴
代
白
話
詩
選』
『
古
詩
源』
上
下
二
冊
か
ら
抄
録
し
た
も
の
か]
呉
浩
然
(
縁
縁
堂
記
念
館
館
員
、
豊
子 
研
究
者
、
桐
郷
市
在
住)
蔵
『
大
悲
法
師
禅
余
集』
民
国
二
一
年
、
林
森
の
題
あ
り
、[
奥
付
な
し]
一
翁
『
古
今
説
林』
第
一
冊
、
第
三
冊
、[
奥
付
な
し][
著
者
序
は
一
九
四
八
年]
顧
元
慶
編
輯
『
広
四
十
家
小
説』
第
一
〜
六
冊
、
上
海
文
明
書
局
、
一
九
一
五
年
五
月
初
版
百
一
居
士
『
壷
天
録』
上
下
二
冊
、
進
歩
書
局
、[
奥
付
な
し]
『
墨
餘
録』
[
存
目]
江 
経
編
輯
『
歴
代
小
説
筆
記
選』
宋
(
二)
、
商
務
印
書
館
、[
奥
付
な
し]
任
熊
『
列
仙
酒
牌』
[
奥
付
な
し]
『
評
選
圏
点
六
朝
文 
箋
註』
一
九
二
五
年
仲
夏
東
陸
書
局
出
版
、
上
海
江
左
書
林
順
記
印
行
、
一
冊
(
一
二
巻)
、
ほ
か
に
巻
七
、
巻
八
〜
一
二
の
二
冊
が
あ
る
。
劉
宗
周
『
人
譜』
民
国
庚
申
成
都
国
学
研
究
会
重
刊
、
表
紙
に
｢
三
二
年
十
月
購
於
成
都｣
と
あ
る
。
『
任
氏
三
大
家
画
譜
大
全』
全
二
冊
、
一
九
二
六
年
四
月
、
『
三
十
三
剣
客
図』
上
下
、[
奥
付
な
し]
鄭
宗
海
(
暁
滄)
『
粟
廬
憶
語』
馬
一
浮
題
、
私
家
版
、[
奥
付
な
し]
夏 
尊
、
葉
紹
鈞
著
『
文
心』
上
海
開
明
書
店
、
一
九
三
三
年
六
月
初
版
、
一
九
｢豊子 の ｢縁縁堂蔵書｣ について｣ (西槇偉) 付録 ｢縁縁堂蔵書目録｣ (西槇偉・林素幸・呉衛峰)275
三
七
年
三
月
九
版
『
西
河
詩
話
西
河
詞
話』
宣
統
辛
亥
(
一
九
一
一)
秋
上
海
瑞
楼
石
印
、[
奥
付
な
し]
、[｢
三
七
年
三
月
托
君 
上
海
購
得(
一
九
四
八
年
三
月
銭
君 
に
頼
み
上
海
に
て
購
入)｣
と
豊
子 
の
題
字
あ
り]
賀
天
健
『
学
画
山
水
過
程
自
述』
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
六
二
年
五
月
            
著
、
蔡
慕
暉
訳
『
芸
術
的
起
原』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
年
二
月銭
元
龍
『
幼
学
句
解』
一
冊
、[
奥
付
な
し]
紀
暁
嵐
『
閲
微
草
堂』
第
一
〜
八
冊
、
第
七
冊
は
欠
本
、
進
歩
書
局
校
印
、[
奥
付
な
し]
葉
瑜 (
桐
郷
市
文
聨
主
席
、
工
芸
家
、
桐
郷
市
在
住)
蔵
劉
向
撰
、
楊
以 
校
『
説
苑』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
年
一
二
月
張
秀
民
『
中
国
印
刷
術
的
発
明
及
其
影
響』
人
民
出
版
社
、
一
九
五
八
年
二
月
第
一
版
豊
一
吟
(
豊
子 
の
末
娘
、
上
海
在
住)
蔵
『
名
人
傑
作
落
語
集』
第
七
輯
、
清
教
社
、
一
九
四
〇
年
一
二
月
再
版
『
明
拓
索
靖
月
儀
帖』
私
立
中
華
書
局
函
授
学
校
書
法
函
授
範
本
『
瑜
伽 
口
経』
[
奥
付
な
し]
潘
文
彦
(
豊
子 
晩
年
の
弟
子
、
上
海
在
住)
蔵
『
詞
綜』
[
未
見]
『
宋
詞
三
百
首
箋
注』
上
海
神
州
国
光
社
、[
未
見]
ロ
シ
ア
語
図
書
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(            ) 
附
記
：
こ
の
蔵
書
目
録
は
平
成
二
〇
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
(｢
豊
子 
に
関
す
る
比
較
文
学
的
研
究｣
基
盤
Ｃ
、
課
題
番
号20520333)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
に
際
し
、
浙
江
省
桐
郷
市
石
門
鎮
縁
縁
堂
記
念
館
、
桐
郷
市
文
聨
主
席
葉
瑜 
氏
、
豊
子 
の
末
娘
豊
一
吟
氏
、
豊
子
 
の
弟
子
胡
治
均
の
長
女
胡
易
姿
氏
、
同
じ
く
豊
子 
の
弟
子
潘
文
彦
氏
な
ど
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
語
の
目
録
整
理
に
つ
い
て
は
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
文
学
部
専
任
講
師
大
谷
幸
太
郎
氏
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
。
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